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問
　
令
和
８
年
３
月
に
第
２
期
北
斗
市
地
域
公

共
交
通
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
斗
市
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
公
共

交
通
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
高
齢

化
に
伴
う
身
近
な
移
動
手
段
確
保
の
必
要
性
な

ど
、
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
公
共
交
通
網
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
こ
の
計
画
の
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
鉄
道
・
バ
ス
の
公
共
交
通
対
策
と
し
て
事
業

者
及
び
利
用
者
に
対
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
６

年
度
に
支
出
し
た
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
経
営

安
定
化
事
業
補
助
金
、
バ
ス
生
活
路
線
維
持
費

補
助
金
、
新
函
館
北
斗
駅
・
上
磯
線
バ
ス
運
行

事
業
補
助
金
、
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金
の

金
額
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
市
が
、
令
和
３
年
　
月
か
ら
運
行
し
て
い
る
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巡
回
ワ
ゴ
ン
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
対
し
、
令

和
４
年
度
か
ら
６
年
度
に
支
出
し
た
補
助
金
の

金
額
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
第
２
期
計
画
期
間
以
降
の
想
定
さ
れ
る
課
題

と
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
対
応
案
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
（
市
長
）
茨
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
経
営
安
定

化
事
業
補
助
金
は
、
令
和
４
年
度
が
２
千
　
万
543

１
千
　
円
、
令
和
５
年
度
が
２
千
　
万
５
千
　

734

240

274

円
、
令
和
６
年
度
が
２
千
　
万
８
千
　
円
、
バ

340

429

ス
生
活
路
線
維
持
費
補
助
金
は
、
令
和
４
年
度

が
　
万
７
千
円
、
令
和
５
年
度
が
　
万
３
千
円
、

183

361

令
和
６
年
度
が
　
万
３
千
円
、
新
函
館
北
斗

298

駅
・
上
磯
線
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金
は
、
令
和

４
年
度
、
５
年
度
、
６
年
度
、
す
べ
て
１
千
　300

万
円
、
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金
は
、
令
和

４
年
度
が
　
万
２
千
　
円
、
令
和
５
年
度
が
　

602

560

735

万
　
円
、
令
和
６
年
度
が
　
万
５
千
　
円
で
す
。

500

768

290

芋
令
和
４
年
度
が
　
万
６
千
　
円
、
令
和
５
年

471

198

度
が
　
万
４
千
　
円
、
令
和
６
年
度
が
　
万
７

718

59

715

千
　
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

852
鰯
第
２
期
計
画
は
、
２
０
３
０
年
度
末
ま
で
の

計
画
期
間
で
す
が
、
そ
れ
以
降
に
想
定
さ
れ
る

課
題
と
し
て
は
、
２
０
４
０
年
問
題
と
い
う
社

会
課
題
に
も
表
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
生
産
年

齢
人
口
の
急
減
に
よ
る
さ
ら
な
る
労
働
力
不
足

が
あ
げ
ら
れ
、
公
共
交
通
分
野
で
も
運
転
手
不

足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
路
線
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
　
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
は
、
現
在
の
第
２
次
経

営
計
画
期
間
が
２
０
３
０
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
担

保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
に
加
え
、
そ
の

よ
う
な
中
、
製
造
後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
車
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両
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
か
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
対
応
案
と
し
て
は
、

バ
ス
本
数
が
少
な
い
な
ど
、
公
共
交
通
環
境
が

希
薄
な
地
域
、
い
わ
ゆ
る
交
通
空
白
地
へ
の
対

応
は
、
現
在
、
巡
回
ワ
ゴ
ン
や
タ
ク
シ
ー
が

担
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
や
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
な
ど
を
検
討

す
る
場
面
が
や
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、

利
用
者
の
減
少
や
市
の
財
政
負
担
等
も
考
慮
す

る
と
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
や
、

交
通
に
関
す
る
各
種
補
助
金
な
ど
の
選
択
と
集

中
を
検
討
す
る
場
面
も
や
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
運
賃
改
定
、
保
有
車
両
の
削
減
、
運
行
本

数
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
で
赤
字
縮
小
を
図

っ
て
き
た
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
で
す
が
、
第
２

次
経
営
計
画
に
お
い
て
も
更
な
る
収
支
改
善
の

取
り
組
み
と
沿
線
自
治
体
の
支
援
を
前
提
と
し

た
経
営
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
更
新
費
も
含
め
た
負
担
割
合
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
（
副
市
長
）
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
の
第
２
次

経
営
計
画
期
間
に
入
る
に
当
た
り
、
赤
字
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
再
協
議
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
市
と
し
て
は
第
１
次
計
画
の
負
担
割

合
（
北
海
道
８
割
、
沿
線
自
治
体
２
割
）
の
ま

ま
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
１
両
６
億
円
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
８
両
必
要
な
た
め
　
億
円
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に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
ど
う
負
担
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
沿
線
地
域
協
議
会
の
事
務
局
で
あ
る

北
海
道
及
び
運
行
す
る
い
さ
り
び
鉄
道
側
か
ら

提
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
議
員
の
皆
様
と

相
談
し
な
が
ら
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

玉
森
　
大
樹
　
議
員 録画映像

第
２
期
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
い
さ
り
び
鉄
道
の
車
両
更
新

費
も
含
め
た
今
後
の
負
担
は

答
　
副
市
長

　
　
８
両
　
億
円
で
す
が
具
体
的

48

な
負
担
割
合
等
は
示
さ
れ
て

い
な
い

更新が計画されている車両「Ｈ100形」
　　　　　　　　　　　「提供：ＪＲ北海道」


